
（別紙３）

～ 令和7年11月28日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ 令和7年11月28日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新しい環境への適切な支援が行えるよう、保護者や関係機関
との情報共有に努める。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問支援員に経験職員を同行し、現場における実践的な指導
に努める。

2

3

当園の卒園児が保育所等訪問支援事業を利用するため、子ども
の個性や特性を熟知している状態で支援が行えること。

訪問支援員は、当園を利用した時の担任の配置に努め、これま
での情報を生かしつつ、保育所等の新しい環境への情報提供等
の支援を行う。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問支援員の人材育成 職員は、児童発達支援事業との兼務で業務を行うため、訪問先
の回数や支援提供時間が最低限になってしまうこと。

令和7年11月14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月16日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援センターきみつ愛児園

○保護者評価実施期間 令和7年11月14日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


